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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年3月26日(2015.3.26)

【公表番号】特表2014-505151(P2014-505151A)
【公表日】平成26年2月27日(2014.2.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-011
【出願番号】特願2013-552936(P2013-552936)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/12     ＣＥＹＡ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年2月4日(2015.2.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）少なくとも部分的に中和されていてよい、少なくとも１種のエチレン性不飽和の酸
基含有モノマー、
　ｂ）少なくとも１種の架橋剤、
　ｃ）少なくとも１種の開始剤、
　ｄ）任意に、ａ）に記載のモノマーと共重合可能な１種以上のエチレン性不飽和モノマ
ー及び
　ｅ）任意に１種以上の水溶性ポリマー
を含むモノマー溶液又はモノマー懸濁液を重合し、ここで、得られたポリマーゲルを乾燥
、粉砕及び分級し、その際、ポリマー粒子をｍ～ｎ（μｍ）の範囲の粒径に分級し、ｍは
５０～３００の範囲の数値を意味し、かつｎは４００～１，２００の範囲の数値を意味し
、これらの分級されたポリマー粒子を、
　ｆ）少なくとも１種の表面後架橋剤及び
　ｇ）任意に少なくとも１種の多価金属カチオン
でコーティングし、かつ熱により表面後架橋することによって、高い膨潤速度を有する吸
水性ポリマー粒子を製造する方法において、該熱による表面後架橋の後の吸水性ポリマー
粒子の湿分含有率を１～１５０質量％高め、かつ該吸水性ポリマー粒子を引き続き乾燥す
ることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記熱による表面後架橋の後の前記吸水性ポリマー粒子の湿分含有率を１０～２５質量
％高めることを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記湿分含有率を高めた後の前記吸水性ポリマー粒子を１５０℃未満の温度で乾燥する
ことを特徴とする、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　前記湿分含有率を高めた後の前記吸水性ポリマー粒子を１０質量％未満の湿分含有率ま
で乾燥することを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　前記乾燥、粉砕及び分級したポリマーゲルを、前記表面後架橋剤ｆ）０．０５～０．２
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質量％でコーティングすることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項記載の
方法。
【請求項６】
　前記乾燥、粉砕及び分級したポリマーゲルを、前記多価金属カチオンｇ）０．０２～０
．８質量％でコーティングすることを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記
載の方法。
【請求項７】
　前記湿分含有率を高める前の前記吸水性ポリマー粒子が、少なくとも１００×１０-7ｃ
ｍ3ｓ／ｇの液体誘導性及び少なくとも６０秒のＶｏｒｔｅｘ法による吸収速度（Ｖｏｒ
ｔｅｘ）を有することを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記湿分含有率を高める前の前記吸水性ポリマー粒子が、少なくとも１５ｇ／ｇの遠心
分離保持容量を有することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項記載の方法
。
【請求項９】
　前記モノマーａ）がアクリル酸であることを特徴とする、請求項１から８までのいずれ
か１項記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の方法に従って得られる吸水性ポリマー粒子。
【請求項１１】
　ｉ）少なくとも部分的に中和されていてよい、少なくとも１種の重合したエチレン性不
飽和の酸基含有モノマー、
　ｉｉ）少なくとも１種の重合した架橋剤、
　ｉｉｉ）任意に、ｉ）に記載のモノマーと共重合した１種以上のエチレン性不飽和モノ
マー、
　ｉｖ）任意に１種以上の水溶性ポリマー、
　ｖ）少なくとも１種の反応した表面後架橋剤及び
　ｖｉ）任意に少なくとも１種の多価金属カチオン
を含む、高い膨潤速度を有する非凝集吸水性ポリマー粒子であって、その際、該吸水性ポ
リマー粒子が５質量％未満の湿分含有率を有し、かつ２０，０００倍に拡大した場合、目
に見える亀裂を粒子表面に示す非凝集吸水性ポリマー粒子。
【請求項１２】
　前記吸水性ポリマー粒子が、少なくとも１００×１０-7ｃｍ3ｓ／ｇの液体誘導性及び
６０秒未満のＶｏｒｔｅｘ法による吸収速度（Ｖｏｒｔｅｘ）を有する、請求項１１記載
のポリマー粒子。
【請求項１３】
　前記吸水性ポリマー粒子が、少なくとも１５ｇ／ｇの遠心分離保持容量を有する、請求
項１１又は１２記載のポリマー粒子。
【請求項１４】
　前記重合したモノマーｉ）が、重合したアクリル酸である、請求項１０から１３までの
いずれか１項記載のポリマー粒子。
【請求項１５】
　請求項１０から１４までのいずれか１項記載の吸水性ポリマー粒子を含む衛生用品。
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